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厚
生
労
働
省

は
、
６
月
１
日

か
ら
の
１
カ
月

間
を
「
外
国
人

労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」
と

し
、「
共
生
社
会
は
魅
力
あ

る
職
場
環
境
か
ら　

外
国
人

雇
用
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適

正
に
」
と
の
指
針
を
示
し
て

い
る
。
外
国
人
労
働
者
は
、

派
遣
・
請
負
の
就
労
形
態
で

の
雇
用
が
多
い
。
雇
用
が
不

安
定
な
場
合
や
、
労
働
・
社

会
保
険
関
係
法
令
が
遵
守
さ

れ
て
い
な
い
場
合
な
ど
、
ル

ー
ル
に
則
っ
た
外
国
人
の
雇

用
や
外
国
人
労
働
者
の
雇
用

維
持
・
再
就
職
援
助
も
必
要

だ
。

　

し
か
し
今
、
外
国
人
雇
用

に
関
わ
る
入
管
法
は
人
権
を

守
る
も
の
に
な
っ
て
い
な

い
。
さ
ら
に
難
民
申
請
中
の

外
国
人
の
強
制
送
還
を
可
能

に
し
、
国
外
退
去
命
令
に
従

わ
な
け
れ
ば
罰
則
を
適
用
す

る
な
ど
の
改
悪
案
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
入
管
・
難
民

行
政
と
政
府
案
そ
の
も
の
が

底
深
い
人
権
侵
害
の
構
造
の

中
に
あ
り
、
法
案
を
押
し
通

す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
憲

法
14
条
の
平
等
権
は
、
人

種
、
信
条
、
性
別
社
会
的
身

分
に
よ
り
、
経
済
的
又
は
社

会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別

さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
こ
と

を
読
み
返
す
べ
き
だ
。 （
Ｙ
）

７月の金属価格改定に伴
い点数早見表の差し替え
を同封しています。ご活
用ください。

今号に同封

保険証廃止法案の可決・
成立に抗議  施行させない運動へ

レ
ス
ト
が
写
り
こ
ん
で
い
た

こ
と
で
写
真
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
差

別
的
取
り
扱
い
は
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
。

　

今
後
は
保
険
証
廃
止
法
を

施
行
さ
せ
な
い
運
動
が
必
要

だ
。

　

協
会
は
、
国
民
が
医
療
を

受
け
る
権
利
に
お
い
て
不
安

を
抱
か
せ
る
本
法
に
、
徹
底

し
て
反
対
の
立
場
を
貫
く
。

国
民
と
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
、
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
。

解
決
・
整
備
さ
れ
て
お
く
べ

き
内
容
で
あ
る
。
問
題
が
生

じ
た
場
合
の
対
応
も
確
立
さ

れ
て
お
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
を

た
だ
ち
に
停
止
し
総
点
検
す

る
べ
き
だ
。

人
権
と
し
て

　

人
権
と
し
て
の
視
点
も
重

要
で
あ
る
。
障
害
者
団
体
か

ら
は
、
撮
影
し
た
写
真
が
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
の
ル
ー
ル
に
合

わ
な
い
と
し
て
、
排
除
さ
れ

る
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
頭
部
を
支
え
る
ヘ
ッ
ド

る
」
な
ど
と
発
言
す
る
事
態

に
つ
い
て
、
協
会
抗
議
文
で

は
「
医
療
機
関
の
怒
り
を
逆

な
で
」
し
て
い
る
と
、
強
く

批
判
し
た
。

シ
ス
テ
ム
の
総
点
検
を

　

医
療
は
、
医
療
者
と
患
者

と
の
信
頼
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
問
題
が
解
決
さ
れ

な
い
ま
ま
前
に
進
む
こ
と
な

ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
別

人
ひ
も
付
け
・
マ
イ
ナ
誤
登

録
が
多
数
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
が
、
誤
っ
た
情
報
で
治

療
・
投
薬
が
行
わ
れ
れ
ば
患

者
の
命
と
健
康
を
大
き
く
損

ね
る
医
療
事
故
に
な
り
か
ね

な
い
。
本
来
な
ら
運
用
前
に

認
証
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ

て
エ
ラ
ー
が
出
る
。
患
者
さ

ん
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

る
」、「
患
者
さ
ん
か
ら
苦
情

が
出
て
い
る
が
当
院
と
し
て

は
ひ
た
す
ら
耐
え
る
し
か
な

い
」
な
ど
患
者
と
の
信
頼
関

係
に
問
題
が
生
じ
か
ね
な
い

と
懸
念
す
る
ケ
ー
ス
も
複
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

10
割
負
担
５
４
５
件

　

保
団
連
の
全
国
集
計
で

は
、
資
格
が
確
認
で
き
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
機
関

窓
口
で
い
っ
た
ん
患
者
に
10

割
負
担
を
求
め
た
事
例
が
５

４
５
件
確
認
さ
れ
て
お
り
、

加
藤
勝
信
厚
労
相
が
こ
れ
を

「
柔
軟
に
対
応
い
た
だ
い
て

シ
ス
テ
ム
の
実
施
状
況
は
86

％
が
運
用
を
開
始
し
て
い
る

と
回
答
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
は
60
％
が
「
あ
っ
た
」

と
答
え
た
。
ト
ラ
ブ
ル
の
内

容
は
、「
該
当
資
格
な
し
と

表
示
さ
れ
る
」
が
多
数
報
告

さ
れ
、
公
費
の
情
報
が
紐
づ

け
さ
れ
て
お
ら
ず
、
別
途
医

療
証
で
確
認
す
る
二
重
の
作

業
が
必
要
で
あ
る
と
の
声
も

複
数
見
ら
れ
た
。
特
に
問
題

な
の
は
、
患
者
と
の
関
係
に

苦
労
し
て
い
る
点
で
、「
顔

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

　

５
月
25
日
、
協
会
は
緊
急

で
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
開
業
医
会
員
２
４
４
１

件
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
き
、
10
日

間
で
１
２
６
件
か
ら
返
信
が

あ
っ
た
。

　

お
も
な
調
査
項
目
は
、
①

シ
ス
テ
ム
の
実
施
状
況
、
②

ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
、
内
容
、

対
応
、
③
シ
ス
テ
ム
導
入

「
義
務
化
」
に
つ
い
て
、
ま

た
導
入
後
の
感
想
、
意
見
。

　

６
月
２
日
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
一
体
化
を
含
む
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
改
正
法
案

が
可
決
・
成
立
し
た
。
同
日
、
小
澤
力
理
事
長
は
「
保
険

証
廃
止
法
案
の
参
議
院
本
会
議
可
決
に
抗
議
す
る
」
声
明

を
発
表
、
関
係
各
社
に
送
付
し
た
。

会
員
が
頼
れ
る
大
き
な
協
会
へ

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
請
願
署
名　

提
出

６
月
４
日
投
開
票

堺
市
長
選

第
56
回
定
期
総
会　

23
・
24
年
度
方
針
を
決
定

医
科
に
も
協
力
広
が
る

ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た　
　

　

協
会
は
第
56
回
定
期
総
会
を
、
５
月
28
日
大
阪
市
内
で
開

き
、「
会
員
が
頼
れ
る
大
き
な
協
会
づ
く
り
」
な
ど
に
重
点

を
置
い
た
23
・
24
年
度
方
針
や
、
22
年
度
決
算
、
23
年
度
予

算
な
ど
全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
記
念
講
演

で
は
、
斎
藤
一
郎
氏
（
鶴
見
大
学
歯
学
部　

前
教
授
／
抗
加

齢
歯
科
医
学
研
究
会
・
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
研
究
会　

代
表
）
が

「
抗
加
齢
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）
医
学
の
最
前
線
」
を
テ

ー
マ
に
話
し
、
75
人
が
参
加
し
た
。

　

小
澤
力
理
事
長
は
挨
拶

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
を
医
療
機
関
に
強
制

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
強
行

す
る
政
府
の
動
き
を
、「
国

民
皆
保
険
の
土
台
を
揺
る
が

す
事
態
だ
」
と
強
く
批
判
。

来
年
４
月
の
改
定
に
向
け
、

「
政
府
は
軍
事
費
の
大
増
強

の
た
め
に
社
会
保
障
削
減
を

喫
緊
の
課
題
と
し
て
い
る
。

協
会
は
、
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
、
診
療
報
酬
の
大
幅

増
、
窓
口
負
担
の
削
減
を
求

め
、
軍
事
費
の
増
強
に
は
反

対
し
て
い
く
」
と
決
意
表
明

し
た
。

　

１
号
議
案
「
情
勢
、
21
・

22
年
度
総
括
、
23
・
24
年
度

方
針
」
を
提
案
し
た
平
尾
清

司
副
理
事
長
は
、「
会
員
が

頼
れ
る
大
き
な
協
会
づ
く

り
」
を
方
針
に
位
置
付
け
た

こ
と
を
説
明
。
政
府
の
社
会

保
障
費
削
減
政
策
が
強
め
ら

れ
る
な
か
で
、
医
療
・
社
会

保
障
改
悪
か
ら
会
員
・
患
者

を
守
り
、
歯
科
医
療
を
充
実

さ
せ
る
運
動
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
報
告
し
た
。

会
費
引
き
上
げ

　

２
号
議
案
「
規
約
改
定

案
、
会
費
規
程
改
定
に
つ
い

て
」
は
三
井
泰
正
副
理
事
長

が
報
告
。
21
年
第
55
回
定
期

総
会
で
、
安
定
し
た
財
政
運

営
の
た
め
「
収
支
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
」
こ
と
が
課
題

と
し
て
示
さ
れ
、
22
年
の
第

58
回
通
常
評
議
員
会
で
、
次

期
評
議
員
会
、
総
会
に
会
費

の
見
直
し
案
を
示
す
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
経
過
を
報
告
。

そ
の
後
、
１
年
に
わ
た
り
理

事
会
で
会
費
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
協
議
を
続
け
た
結

果
、
さ
ら
な
る
組
織
の
発
展

に
向
け
、
２
０
２
３
年
10
月

か
ら
開
業
医
会
費
を
月
額
５

５
０
０
円
か
ら
６
５
０
０
円

に
、
勤
務
医
会
費
を
月
額
３

０
０
０
円
か
ら
３
５
０
０
円

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
こ

と
を
提
案
し
た
。
１
〜
５
号

議
案
ま
で
原
案
通
り
全
員
一

致
で
採
決
し
た
。

　

６
月
１
日
、
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
を
求
め
る
大
阪
連

絡
会
が
署
名
提
出
行
動
に
取

り
組
ん
だ
。
協
会
か
ら
、
小

澤
力
理
事
長
、
戸
井
逸
美
副

理
事
長
と
事
務
局
、
大
阪
民

医
連
か
ら
歯
科
医
師
、
歯
科

技
工
士
な
ど
が
参
加
し
た
。

　

宮
本
岳
志
衆
院
議
員
（
共

産
）
と
大
椿
裕
子
参
院
議
員

（
社
民
）
が
面
談
に
応
じ
、

各
２
０
０
０
筆
の
署
名
の
紹

介
議
員
を
引
き
受
け
た
。
そ

の

ほ

か

森

山

浩

行
（

立

憲
）
、

大
石
晃
子
（
れ
い

わ
）
各
衆
院
議
員
の
秘
書
が

各
１
０
０
０
筆
、
山
下
芳
生

参
院
議
員
（
共
産
）
の
秘
書

が
２
０
０
０
筆
の
署
名
を
引

き
受
け
た
。

　

国
会
内
で
開
か
れ
た
集
会

に
は
、
ズ
ー
ム
併
用
で
３
０

０
人
を
超
え
る
参
加

者
が
集
ま
り
、
各
地

か
ら
署
名
の
取
り
組

み
に
関
わ
る
報
告
が

寄
せ
ら
れ
た
。
大
阪

府
内
で
は
医
科
協
会

に
も
協
力
を
呼
び
か

け
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
い
る
が
、
愛
知

協
会
な
ど
か
ら
も
内

　

６
月
４
日
投
開
票
で
実
施

さ
れ
た
堺
市
長
選
挙
の
結
果

に
つ
い
て
、
小
澤
力
理
事
長

の
談
話
を
紹
介
す
る
。

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
が

野
村
友
昭
候
補
と
政
策
協
定

を
結
び
、
協
会
も
同
候
補
を

支
援
し
ま
し
た
。
結
果
は
残

念
で
し
た
が
今
後
も
堺
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
力

を
尽
く
し
ま
す
。
ご
支
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
村
友
昭
氏

 

８
万
８
０
７
７
票

永
藤
英
機
氏

 

13
万
９
２
９
５
票

新
会
館
建
設
へ

　

保
険
医
会
館
は
老
朽
化
や

耐
震
・
防
災
対
応
な
ど
の
た

め
、
医
科
協
会
と
協
力
し
て

新
会
館
へ
の
建
設
計
画
を
進

め
て
い
る
。「
保
険
医
の
思

い
を
未
来
に
届
け
る
新
会

館
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
26
年

竣
工
を
予
定
。
時
代
に
即
し

た
機
能
を
備
え
、
会
員
が
気

軽
に
集
う
会
館
を
目
指
す
。

科
の
先
生
な
ど
に
歯
科
と
の

連
携
の
重
要
性
を
伝
え
、
快

く
署
名
協
力
に
応
じ
て
い
た

だ
い
た
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。

左から各秘書と戸井副理事長、
大椿議員　　　　　　　　　　

左から戸井副理事長、小澤理事
長、宮本議員　　　　　　　　

オンライン確認
システム導入後の
トラブル

オンライン資格
確認の実施状況

トラブルが
なかった
26％

トラブルが
なかった
26％

無記入
14％
無記入
14％

トラブル
があった
60％

トラブル
があった
60％

実施している
86％

実施している
86％

その他 2％その他 2％
経過措置 6％経過措置 6％
準備中 6％準備中 6％

総会方針等を決めた第56回定期総会＝５月28日、大阪市内


